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よい原料炭

を求めて

まえがき

最近私達の目をひきまた耳に入ることのうちに.わが

国のエネルギｰ資源に関することも少たくない.たと

えば石油資源についていえば日本をめぐる大陸棚の石

油資源の開発が本腰になって来たことまた中東の産油

国が原油の値上げを断行したためわ淋国にもその影響

がおよんで来て灯油の値上げまで行なわれ家庭にま

でそれを知らされたこと政治的考慮から沖縄や東支郡

海等の海域での米国系石油会社の探査が中止されたこと

たどである.

一方石炭資源についても国内の炭鉱の閉山はあいつ

ぎとくに常磐炭鉱の閉山は大きなできことであった.

外国炭の輸入はというとその後ますます増大して来た

がここ最近また内外の鉄鋼需要の延び放やみのため

10～15%の粗鋼減産が行たわれ原料炭の需給にも影響

を与えている.

こうした目まぐるしい石炭需給の変遷は私たちの石

炭研究調査の面でも決して無二ニスではありえたい.原

料炭資源の開発においては国内のものもさることなが

ら諸外国における良質のものを輸入するという段階か

らさらに現地における技術援助資本の協力という形

にまですすみつつある｡

以上のよう恋現況のうら石炭資源をめぐる明暗の面を

以下に要約して今後もっとも必要な原料炭を探すには

どのようたことカミ考えられるかまたこれに役立たせる

研究の一環として地質学の方面からはどのようた関心

と実行が必要なのかこれらの点にふれてみたい.
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1.エネルギｰ源としての羽炭

石炭をエネルギｰ源として使うということは従来は

本命のことであった.しかし過去致10年におけるわが

わが国エネルギ山供給害■j合

石炭に換算したその総額からの割合を㎜してある

日本国勢図会1967～19?⑪よリ編集
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国でのエネルギｰ需絵の変遷をみるとその内での石油

の割合カミ次第にましやがてそれが首位に立った.い

うまでもなく原始社会からこの現代社会に至るまで太

陽熱･薪炭から石炭へそして石滴1天然ガスから核燃

料まで工率ルギｰを求める方途は変化しきたっている.

好むと好まざとにかかわらず石炭がもつ宿命それは

採掘には人手がかかりまた坑内作業というノ･シディの

あることもやすときは固体としての取扱いが不便たこ

となどの不利がある｡しかし他方においてはカロリｰ

当りの単価が安く国内でも容易に手に入ることなどが

ある｡

最近における国内での一般用炭の売行き不振は石炭

中に含まれる硫黄分が発電用炭として嫌われたことと

国鉄における機関車の使用か減りまた家庭における石

炭の使用低下放とが原因となっている｡しかし私たち

カ落してゆく社会環境はそれが発展して峰く限りエネノレ

ギｰの需要カミ増大することは疑い改いがその内容にお

いて石炭のしめる割合は何らかの変革の恋い限り減る

一方であることは否定できない一

しかしごく最近世界においてはちょっと注目すべき

現象が現われて来ている.それは石滴会社あるいは鉱
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山会社が石炭の鉱区を買いに出ているということであ

る.その真意は何であろうか､的確た見通しは未だ

つかみカミたいカミｰ説によれば石油資源が現在のようだ

採掘のスピｰドとそれを上まわる消費の増大ですすん

でゆけば約30～40年で需要と発見とは同額とたりさら

に消費が上まわってゆくということである.従って米

国などにある未だ莫大た石炭資源をまた何らかの形(液

化やガス化)で再利用せねばならぬ時期が来るのではた

いかそのために石炭を確保し研究するという意味であ

るとする見方あるいはわが国の世界申における石炭資

源への関心度をながめて後にのべるように将来日本に

もうれる･という見通しから確保しているのだという見方

もある,いずれにせよ石炭が再びエネルギｰ源とし

て亥た異存った形として再登場するかどうかそこに

期待と疑問がかけられている.

2I製鉄原料としての石炭

エネルギｰ源としての石炭のこの暗い面とはうらはら

に今や製鉄になくてはならぬコｰクス製造のための原

料炭は国内産だけでは全く不足し海外からの輸入に

よって補っている.このよう在切実た現状はこの種の

石炭資源がいかにわが国にとってとくに日本の基幹産

業である製鉄業にとって必要かということを示しており

石炭利用の明るい面を形造っているといえよう､

こうした明暗2面がきわ立っているというのが

わが国の石炭資源需要の現実の姿であ

る｡

この原料歳(c⑪k1㎎･o･1)という

ことばはわが国では独特な意味があ

るが他国でこれと適合することばは

なかなかない､ここでは単独で用い

られる(単味)製鉄用炭とそれに加

える配合用炭をさしている.わが国

の製鉄業が発展をとげついに年産

8,2!お､5万トン(1968)の粗鋼を生産す

るようにたったためコｰクスを作る

ために必要たこの種の石炭は3,714.7

万トンが必要とたった.この数年来

この需要に対応するため輸入された粘

結炭の量の増加をみれぱいかに拡張さ

れて来たかがよく理解できる､輸入

量は今や国内全石炭産額に匹敵するよ

うにたっている｡石油と同じように

海外依存度が大きくなり企業として

の経済性は一応満足しえても先方国

の情勢の変動がすぐわが身におよぶこ

とは必至である.そのため輸入の安定をえるために価

格や数量の長期契約が昨年秋まで著しく多く先方と結ば

れたことは容易にうたずけることである.

当然国内的にもその対策が技術的政策的に検討されて

いる.技術的には可能と肯定されている直接製鉄法･

電力製鉄法1原子力製鉄法導は使用電力価格の問題

技術的安定性の問題等々で早急には実用化は無理のよう

に見うけられここ10年以内は現在の高炉を中心とした

製鉄法が一部の改良を恋しつつ大部分行なわれるだろ

うというのカミｰ般の見方である.それならば当然のこ

とながらそれに要する莫大たコｰクスが必要と怒るこ

とはいうまでもない､

コｰクス用粘結炭の良否はわたしたちが野外の地質

調査で賦存量を確保するだけでは不十分であり質的検

討が求められその研究は微に入り綱にわた簑研究されつ

つある.コｰクスを炉の中で鉄鉱石や石灰看1珪石と

共に混晋燃焼する時そのコｰクスが固すぎても困るし

くずれやすくても具合が悪いまた熔融する温度にも注

文がある.こうしたコｰクスの性質に一番関連のある

のはいうまでも次くこれを作る原料炭である.従っ

てこの原料炭の性質をよく調べ各種の性質をつかみ

それがどこにあるのか探すことが何よりの基礎である

ということは明らかである.

粘結性石炭が粘結するということは石炭を加熱し
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ボタン法餓綿…倣試験装置

C｡思､I.を鋤るにはAの幾露内をあらかじめ所定の湿度になるように調節しておき石炭を

ル畑ミにいれ下からバｰナｰで2.5分以上熱し揮発分の燃焼する炎がでなくたるまで加熱し

その後冷却コｰクス化した試料をとり山しBの観測管を通じて土より見最大断面横の輸かく

を標瞭輸かくと比較して数億をきめる(JISM88⑪1)

3.石炭の流動性(捌u至砒y)

いものなどいわゆるコｰクスの壊裂強度

がまたコｰクスには重要た要素の1つと

なっている.できたコｰクスの強度を

一定の試験器によってはかる時値とし

て93程度が最もよいとされる(ドラムテ

スト).わが園の石炭はこの値が低くい

わゆる執腰のよわい拶コｰクスができが

ちであるため炭素量の多い鴇腰のつよい"

石炭を海外から入れ混炭したいというこ

とはこの要素の上からもう放ずける.

以上のべたコｰクスの製造に関する総

精度1壊裂強度匁どは炉中におけるコｰ

クスのsつの役賢(熱豚1還元剤1通

気性維持物質)のうちの後望者の役に

関連してくるものである.

てゆくと溶け粘り膨脹することをいい普通その程度石炭とくに粘結炭をさらに異なった見方から眺めてみ

の表現には微粒結弱粘結粘結強粘結などというこると最近製鉄用コｰクス製造についてわが国の製鉄

とはが使われている｡しかしこれをさらに数量的表現関係者の聞で重視されているものに石炭の流動性とい

でわけようとするならば図で示したよう液装置を用いう性質がありこの要素はここ5年位まえから急に喧伝

一定の方法の下に加熱しこの膨脹した形を標準図の型とされて来たものである.

くらべ数字をもってあらわしている.これをボタン指石炭をルツボの中で加熱してゆくと300℃から5⑰⑪℃の

数(C児夏.)といっている.1～9番まであり好適な間には石炭は溶け流動状となり500℃をすぎるころよ

のはδ以上である.この性質をもつ石炭はといえぱり固まりいわゆるコｰクス化してしまう.その間ど

原則的には歴青炭程度の炭化度を示すもので非常に大の温度からとけはじめるか一番流動状となるのは何度

きな見方からすれば発熱量(d.a.f)約7,800ca至以上たのかまたとけはじめからピｰクとなり固化してし

無煙炭をのぞく歴青炭には多かれ少なかれこの性質が賦まうまで石炭の流動はどういう状態のカｰブをとるの

写されているといえる･しかしこれを細かくみれ1ギそか･などカミ機械的に測定できるように放った苗

の程度は種々差がありその原因を解析することこそ高この機械の1つに世界で共通に使われているギｰ渓ラ

度な研究が必要であるといえよう..プラストメ_タ_(Gi搬五erPlasto服廠)と島㌔うのか

ありこれはとけた試料の中で羽根カ洞転するようにな

そればかりではない.たとえば精続性をもつ石炭でっており1分間におけるその羽根の回転数によって流

も出来たコｰクスがこわれやすいものかこわれにく動度をあらわすように狂っている.この機械で測定さ

れた米国炭の流動度を表で示したが毎分10,000

回転以上のものも多くあるようにみうけられる･.

口〕o66)66!か!ふりかえ一でわが国の/の!みl!l/

らにその値の多いものがあるのは注目すべきこと

であろう.

▲∴∴∴∴∴篶1㍗劣篶
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あり他の機器如砒er三一A醐醐鋤幽滋銚雛

や亙｡術m肌ぶ玉批01湖terなどではかった蒔のカ

ｰブをも示してある.石炭の種類によっては同

じ最高流動度を示してもそのカｰブの形がことな

ポクン術数標名1圭…輪がく�
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覧要米国炭の流動度(仙1dity)一覧表
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ヰはこれ以上の回転するも測定できず(USBur･MineInv.Report7394.1970)ddpm:dialdivi･

SiOn膵㎜1醐te五分間の羽根の回転数

種の混炭で作られるのカミ普通であ

る.横軸に反射率をとり縦軸に

流動度をとると主要目本炭は]工

象限の頂きに位置し粘着カガミ非

常にあるためI,w象限にある

氷炭オｰストラリア炭と配合す

ることによって良質のコｰクスを

作ることカミできる.

わが国の製鉄関係方面では国内

炭を使うために世界のどこにそ

れと混炭するに適当のものを求め

たらよいかたえず調査と研究か

行なわれていることはいうまでも

次い･しかしコｰクスの性質を

決めるの位これだけでは珪い.

他にもドラムテスト･タンブラｰ

試験その他いろいろの方法によっ

て調べられている｡

るものがありとくに日本炭の場合はT1～T｡

の幅が広い｡またMの値亭ミ40,OOO(夕張炭

だと)ddpmをこえるものもある.この流

動性というものがコｰクスを作る際のよい目

安となることが知られて以来揮発分と流動

性の相関関係が注目されまとめられて来た.

最近に至ってはさらに石炭組織成分中の

ビトリットの反射率がこの流動度と関連して

変化しそれをしる手がかりとなることが研

究され図のようだ成果が発表されている.

またここであげた石炭組織の

反射率(肥貝eCぬ㏄e)も雲た注目

すべき要素である.ある時地質

調査所へたずねて来られたカナダ

燃料省の人か開Q一番目本炭

の反射率を教えてくれといわれた.

きけばカナダでは石炭の紋別その

他にもこの反射率が葬常1はく使

われているとのことであった.

わカミ国ではこの値については研

究されてはいるが多くが総括公

表されている例は少在い.もち

ろん前にのべたように組織成分の

これによると中央の斜線部の性質をもった

石炭はコｰクスを作る際に用いられるには

最も良くそれにするには夏種のみでなく2

ギｰセラ･ブラスメｰタｰ装蟹(i剤がって虜彩重炉左剥輔淀羅)(小州構機K.孜.鐙侠〕�
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ばもっともこれらにあうものがほしいわけである.

こでこうした原料炭は一体どのようた所にあるのか

然的な形成条件として

かこうしたことについては地質学の方面か
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い』＼w2!.31多くある.たと克は粘結炭の闇題にしても
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､1雌r』嚢

ル､､■一≡＼現実的にはその産地が限定され炭層が限定

川r心､一1ボニ･
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｢』島高島佐世保炭田等に知られている.

1･何故こうした限られたところしか産しないの

1…1＼カ､粘離綱与されてレ､る石炭について

＼は石炭化学的にはそれを組立ててレ㌔る高分子

灼い1:㌔構造のモデルカミわかり縮合芳香族環が種々の

形をもって配列しておりとくに粕結炭では

ペリコンデス型の基本構造の李ることがわか

っている.しかしその形ができる自然的背

曲1､景については地質学的にはあまり深入りはし

ていたい.それは直接的飛やく的むすびつ

きになる恐れがあるので解答が慎重である.

たとえばわが国で最も代表的な佐世保炭田
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はあまり顕著で肢いたどのこ

とカミしられている.

さらにここにくわしくはふ

れないが石炭中の硫黄含有

量とその分布についても欠き

た問題である.前にのべた

一般炭の亮行不振にはもちろ

んこの点も大いに関連し原

料炭についても同じことがい

える､また石炭中の灰分が

少ないことも好ましくその他

燐の含有は好ましくたいこと

であ聾海外からの原料炭の

輸入にさいしてもこれらの点

も粘結性･流動性等と共に十

分注意されていることである.

原料炭について以上のべて来

石炭が求める方からいえ

そ

自

どのようなことが考えられるの�
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わが国主要炭の反痔寸察覧表

��C��反射率%��

炭団�炭鉱�����

��%d.a.f.�空気中平均�一ノV1�セダｰオイ�

�����レ中平均�■ノV2

天北��72.7�6.46�O.072�0.45�O.028

〃�筑別�76.8�6｡幽�8.至⑪7�O.53�O.⑪31

釧路�太平洋�77.9�琶.雛�⑪､n⑪�0159�O.029

石狩�鹿島�78.1�7.22�⑰.11?�O.65�0.032

筑豊�高松�79.8�7.31�⑪.王36�O.72�0.038

石狩�美唄�81ユ�7.68�0.099�0.75�0.037

秤�赤平�83､遂�7.79�岱.王⑪3�O.78�O.030

三地�三漉�8室.5�7.88�0.160�0.80�O.038

石狩�夕張�86,2�8､⑪2�0,156�O.89�O.044

寓篤�端島�87.2�琶.鎚�登.⑪77�1,03�0.023

大讃�大嶺�93.2�12.38�⑪.180�3.29�0.079

���(δ.齪.f.dw鮒h缶艶無水無灰壊)文献婁杉村･紫波1967よ抜十い���

(δ齪fd収鮒h缶艶伽水血尿塞)

文献3

杉村紫波1967より抜すい

ても石炭を構成する植物的内容がちがうためという説

や地下浅所の火山岩の餅盤の熱的影響のためとかあ

るいは断層作用の影響のため炭化かすすんだとされて

いる.一

炭化の変化とその石炭の層序的1堆積学的位置との関

連性を綿密に調べることによってある程度解決=はできる.

一方流動性の要素にしても現在の時点においては石

炭のスポット的試料あるいは炭鉱のサンプルでこの性質

ぽついて調べられている｡とくに海外からの石炭につ

いてはこの傾向がつよい.従ってその石炭がどのよう

故地史的背景をもった地点から産したものかまたどの

炭層のどこからのものか吟味することはむずかしい.

従って流動性の賦与された要素を把握するにはとら

れた試料の層序的堆積的位置を関連してしらべればこ

の流動性の変化性をよりはっきりできるかもしれない.

昭和46年度には地質調査所石炭課にギｰセラ･プラス

メｰタｰが備えつけられることに癒ったので石炭地質

研究の一環というこの点も研究してゆく計画である.

たとえばわが国の1炭田をモデノレフィｰノレドにとり

榴曲1断層･層序間の関係をよくしらべたがら試料を

とりこの機器によって流動性をはかる.もちろんこれ

と共に炭化度をしるための分析をも行たうがこうした

両方の関連性を前に示したような図にあてはめる.従

来のこうした図は非常に大きな範囲一だとえばわが国と

外国炭との関連性一しか示されていたいので五つの炭

田王つの地域におけるこの面からみた変化性を把える

という研究もその中からこの性格に関する変化性なり

規則性が見出されれば非常に興味あることと思う､

ことにこの法則性カミもし断層や続成作用との関連づけ

の上に明らかにたったとしたらさらに未知のサンブノレ

をしらべこのサンプルが産した炭田以外の飽の地域に

1六
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おいても流動性の高いあるいは低いものをも探すこ

ともできよう｡もちろん石炭地質学の1つの分野とし

てこうした面カミ研究されるのであってこのデｰタによ

って当面の石狩炭閏の総合的研究の中に新たな一面が加

わることは望ましいことである｡そして他の面でもす

すめている造構造運動の力学的解析の面にも問題提示を

あたえることにもたり実質的に経済上の問題にも貢献

することにもなろう.

(圭執撃者滋泳鑑禿)
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